
・■
一静

●
４
惨

一■
一　
　
．　
一●
●
■
一

．　
一　
．
一
　
　
・　
●
■
■
●
●

一
わ
た
ス
タ
ト
直

レ
？
こ

‘
在
げ
な
す
ち

―

　
・
　

　

　

・　
　
　
●

一
●
く

す

´́
θ
、

れ

ダ

ル
ス
ガ

ン
わ

夕

Ч
レ
な

し
た

続
町
．
球
な

デ

の
人

■

の
曰

的

ち

．
か

１１

才

せ

ん

プ

し

た

。
　

ィ

ｏ

豫

あ

″

″

′
量

ガ

Ｆ

夕

ι

井

γ

７

レ

わ

ら
７

精

Ｋ

フ

」
毛
ん
争
％
１
・
―

ク

リ
に
く
”
フ
ア
腸
ろ

が
多
ん

つ
た

か
Ｌ
口
″
′ヽ
字

す
ノ．

・
‘
〓
ざ
れ

″
孝
あ
ケ
ｒ
伸
籠

，ヽ
レ
Ａ
か
，
た
，
γ
さ

´
ケ
′
ぞ
ャ
ー
ニ
Ｆ
な
り
Ｌ
ｉ

．．
名
者

の
な
口
〆
Ｌ

４
竹

ら
・
ヽ
い
な
，
■
ｉヽ
ｂ

行
す
れ
舛
ア
プ
ゴ
旗
こ

一■
打
一
■
サ

ケ

＾
頻
暉
Ｔ

，
及
こ
数
“

な
パ
等

の
ケ
赤

ι
岬
ま

た
Ｆ



β
Ｉ

rヽ

ι

／ヽ
ら

，
ｙ
τ

あ

り

１

す
ノ
′
　

　

　

　

●

イ
レ
な
れ
ｒ
才
％
ヶ
ド
灯
レ
（́
ａ
名
考
′
り
啄
Ъ
”
籠
ｖ
バ
、
わ
■
■
口
′
ｒ
ｔ
４
■

″
″
せ

，
め
ゝ
い
、
イ
し
く
４
ｏ
・τ
ゲ
″
何
ｔｔ
傷瑕
國
し
ｆ
オ
レ
ｔ
雀
″
つ
ィ
■

″

そ

修
γ

石

竹
も

，
が
あ
ゝ
”
じ

ｒ
焼

昭

レ
み
”

，
た

リ
グ
あ

り
な
４

ル

　

　

　

・

血
く
省

ケ
Ｌ
壺

観
オ
‐じ
あ
ギ

ー

漁́

″
４

お‐
ｌ
′
み

、
ィ
ー
■

に

勧
考

め
材

娼

レ
４

４
ｆ

約
ｔ

み

揚
〓

か

れ
，
ｃ
ｉ
ｔ

為

ａ
た

い
し
な

ご
ゼ

‘
ｔ
／

″

看

か

す

ゲ

Ｌ

綸

ψ

か

竹

イ

，
ハ

イ

つ
請

ん

タ

ニ

プ

毯

Ｉ

４

３

Ｖ

？

，

ぞ

夕
リ
ケ
‘

〆
、
笏

れ
η
わ
″
β
め
ル
才
場
力

ｒ
μ
べ
、
れ
術

眸
ィ
ヵ
慎

桁
許



薔11■こ、‐_二 ‐́

・/

夕

豹

η
ャ
み

あ
ｂ
い
と
、汗
タ

リ
に
な
ｌ

こ

望
存

♂
考
づ
一。

ソ
す

れ

ャ
を

い
多
暉

ソ
争
夕
に
つ
）
て
わ
か
舛
「
す
ケ

ソ
筋

瑚

レ
た
′ヽ
ι

存
〆
う
す
ノ′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ル
＾

こ

７

え

暉
”
後

‥ヽ
ι
響

′
笏

印

レ
■
■
漁

こ

れ

作

″
鰈

係

”
曰

多

脅
∫

〆
薇
４

な

観

」

」
β
イ

ｒ

´
ム
ト
ヨ
・
夕

″
務

翡

口
免

Ｌ
ノ
こ

竹

・暉
，
レ
ユ
ギ
ー

月
′
毬
ん

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ト
ー
ーー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ト
ー

よ

4/・  /



ヶ
И
豹

，

ラ
グ
伊
あ

う
静
ｔ
、汗

タ

リ

に
な

ら
ユ
ヒ
‘
存

ピ
老

鷲
λ
．

ソ
ァ
れ

ャ
寃

い
ル
暉

ソ
争
夕
に
つ
）
て
わ
か
れ
、
す
ケ

ソ
ぁ
瑚

レ
た
′ヽ
ｚ

存

〆

４

，

′

み
　
ル
＾

こ

７

え

暉

■
仏

‐ヽ
ι
η

′
笏

朗

レ
豫
「
漁

こ

れ

η

の
鰈

，

”
曰

多

脅
∫

〆
薇
４

を

解

１

ム
ρ
イ

ー

´
み
ト
ヨ
・
夕

？
サ

翡

口
先

ｒ
ノ
こ

竹

確
η
レ
ユ
ゲ
ー

月
′

λ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ト

ー

ト

ー

ト

ー

ー

‐

l二五 ニ ニ ‐こ―

・/

、|    ■/
よ



1、 |_三二      | ‐1饉置監

得

fttTT~TTTT=下三
=I==互

IIII互互二三二碁二ニニニ_二

ノ

こ
　

郷

´

幾
「

Ａ

″

鍬

曖

ｒ

働

４

１
■

ｔ

、夕

た
∵

、
し

′

■豫

Ｆ

ざ

た

嘲

Ｌ

ガ

一イ

腋

縣

ｆ

し
ご
る

ア
鵡

れ

，
嗜

■

　

″λ

Ｆ
ゞ

募

づ

薇

ユ

ヘ

ル

ト

そ

“

ｔ

島

欣

い
―

ふ

，

夕

「
“

ハ
４

れ
密
４

夜

颯

口

の

だ

が

子
夕
η
ｌ

ス

ー

千
た

り

１

６

坊

颯

６

多

¢

み

子

ど

ュ

彪

パ

′
多

現

で
仏

ｒ
イ

ー

　
ザ
‘
れ

く
ｔ

イル

矢

たヽ

う

１

１
を

し

，

薇

Ｌ

ヘ

ガ

め
以

杵

“

間

た
′
　

１

，
Ｆ
く
ｏ
月

Ｏ

Ｆ
′

く
４

ュ

く
夜

錢

６

ふ
寸

ι

久

撃

多

数

，
―

く

ヱ

ー

ー

，

７

．

作

●
診

ル
「

ケ

ざ

蕉

夕

「

く

ｒ

グ

ミ

ご



象ユ七嵐ニユ止遮二
=島懸

=ム==t=■
遍二:t=L■■■■

=島
ょ■■1嵐111■■■」:ニユ轟 .し|■●

=il.1

|‐ず■ FTIサi■■7■ ■■・
・

■・ '・
■1‐‐

雫 ′■ ,I・ ‐
'1・

1'■●■1■■■ ‐ ‐ ■・●IIギT'111‐・ ●I■|■1'Fl■翠警甲T警 |■ |■■下、す ●1111■■1‐ '■■ ■F■■‐・ ■■‐
1‐ fl■ .T'●

■1警

一
％

輯

Ｆ

貯
才

欧

ｄ

の

生

て

る

・

Ｌ

漁

Ｔ

，

１

２

　

，
―

で

ｆ

多

と
Ａ

か

イ

ー

ダ

錢

覇

Ｆ
Ｌ
後

イ
ー
隠
遵
‘

ァ
を
力

η
土
そ

夕

絡

Ｆ
７
１

．
六

人
ち

ろ

と
た
ｔ

ｆ

ｚ

・ヽ′た
影
ヱ

つ
み

―
子

４

η
ん

の
イ

ｌ

ｔ
′

―
ヽ
卜

れ

ｉ
な

ん
に
ｚ
み

‐ム
％
ｆ
ｉ

ｔ

ゅ
れ

て
ヶ
■
そ
し
。

多
敷
口

の
推
烙
上

及

素
７

ｔ

あ

島

升

１

“

か
４

７

，
卜

・

静
「
ウ

ー

を
４

老

宋

み

多
１

粕

７

う

１

１

７

７

域

蠍

曖

ゲ
ー

リ

多

み

絆

ゆ

ル

な

魔

ｔ

Ｖ

争

７

．

ン

ク

ー

毛

核

錢

ロ

ー

、”‘

＝

供

―

ク

ー

７

，

よ

於

独

着
朱

列

哺
１

∫

＞

教

ｆ

て

く
う

る

〕
θ
外

７
１
１
ド
な

れ

竹

術

の



″
ガ
／竹

の
ル
た
ハ
４
４
，で

″
〃
脅

絃
省
マ

／
万
嗜

）
色
段
夕
し

を
の
多
ん

ダ

「

′
ツ

ｔ

″瀞

顔
甲

ｔ

ｔ

″
颯

′
′
Ｆ

タ
フ
く
く

ｔ

，り

い
仏

い

。

ロ
イ
薇
ち
滑
矢
メ
こ
丁
”
う
″
″
つ

′
司
勇
１
像

魚
す、t

チ資
イ
ェ

ゼ



tit二●ここ燎■ふ
=._お

|」=森 `■
■____‐ ―――● お 111.11■ 111::、

=11■

■ ‐ _1'―

ヽ
氏

ま

ち ゃ 彎 呻 幣 Ψ T暉 雫 ザ 撃 撃 ギ
'警

暉 胃 TTTギ ー
・TTP響 警 寧・

プ 甲 響 雪 撃 守 雫 甲 響         ず

ａ

多

ク

ら

尋

３ヽ

負

い
”

の

ハ
１
／
ト
ワ
４

け
、

．７
ず
Ｌ
プ
％

叩

レ
負
λ
Ｌ
考

ツ
′ヽ
・Ｊ
Ｆ
乃
産
し

，
■

ハ
‐
２
い
（
ハ
１
／
し

燿
ι

し
ｔ
御
Ч
す
ぢ
″
）
ニ
ケ
ι
潤
な

卜
み
，

′
′朴

Ъ
１

７

■

ご
″
■

Υ

η

傷

ケ
ツ

⊇

り
Ψ

か

、
ロ

ル

０

嘱

り
舛

４
漁

缶

タ

カ

〆
っ
Ｏ

ｏ

ど
晩
角

じ

ァ
ｔ

て

，

博

ｔ

〃

じ
ｔ
加

ヽ
す

１

暉

る

フ
ア

４

鼻

僣

を

１

ほ

劣

キ

β
孝

め
黎

私

鮮

勁

腸

レ
わ

曰

り
か
Ⅵ

た

有

Ъ

″
塩

型

〃

１

欲

″

つ

で

‘

均

ン

、

■

れ

が

／

‘

ロ

デ

ヴ

ィ

各

ｔ

ｉ／
～
吟

ｒ
あ
り
補
ィ
〃
″



澤 鳳 二 二

I.《 己

゛

４
仏
グ
浄
タ

ー
の
―
み

省
‘
れ
脅
れ
争

檸
γ
‥

＃

″
′午
‘
ｒ

″
ゑ

Ｆ
笞

多

”
脅
ι
た
／
７

７

イ

チ

´

ア

じ

血

ほ

η
エ

タ

あ

な

け

脅

考
皮

行

ア
じ

角

岬

れ

ヒ
ｎ

め

に
分
た

一

レ
リ
ぅ
っ
（
う
れ
”
え

″
″η
”
‘
刻
腱
『
ｙ

「み
―
み

密
そ
れ
行
す
ン
プ
“
江
ゲ
％
歿
し
て
政
レ
″
ソ
Ｚ

巧
た。
・
ケ

あ

れ

判
広

“
呼

争

凰

色

ｔ
脅
丁

に

そ

友

れ

争

拡

，
オ
タ

雛

ι

ト

呵

，み
認
孝
ｒ
ツ
プ
ラ
〃

ア
ツ
フ
μ
塚
メ
核
ケ
の
こ
核
η
募
ぬ
ヶ

島

腋

び
、
み

η

る

、
物

′写
薇

竹

斧

洋

も
ｆ

ク

ル

燃

多

ソ
．
を

オ

老

杉

わ



＼

”
に
ュ
緒

ｔ
２
）
ネ
ブ

務
か
個
の
浚
ψ
押
あ
ｔ
Ｆ
‐
‥
４
ゑ

″
メ
る

僣
ヽ
１
わ
〃
し
て
六
？

夕
易

ｔ
も
う
ソ
フ
・
マ
タ

β
４

に
」
え
麦

御
％
多
た

ｔ
砕
席

，

３
■
ク
″
ハ７
維
ヒ
琢
り
ぞ
イ
み

た
ス
弟
「ロ
ト
レ
イ
ル

じ
も
す
各
Ｆ

ピ
孝
國
内
に
た
ユ
ウ
が

，
年
八
♯
”
な
み
筋
ｔ
久

サ
１
１
で
く
ヽ

マ
手

絆
な

み
く
ん

の
久

た

り
核

セ
メ

″

”

光

フ
斗

棒

山

本

た

な

ち
ル

７

，

に

な

夕

‐

を

の
計

猛

嗜

花

み

影

曰

″

竹

な

，
た

θ

力

の
％

パ

及

‘

π

り
州
ノ

族
で
そ

の
ル
４ヽ
わ
″
Й
０
１

７
づ
勿

あ

１
７

ク

の
ろ
く
ぽ

ι

_TTTT“富撃腎TttTTrttT神 T警警警町T'宇TTttT警響甲警警T下彎 ‐寧T奮警宰智TttT警軍警警T'響■・・ ■■■_■■
'V‐ ==■

|ドF■1,マI'I● 1「甲警警甲雫琴警胃T'■



7`「

~丁
「「‐|‐

‐ , | |‐

や

が
り
を

な

く
，
な

あ

”
塑

杉

り
″

多

ｔ
ｔ

，

１

に
な

ら
る

あ

ソ

タ

λ

な

た
確

の

ア
タ
ア

■
ゴ
櫂

膠

労

働

口

Ｆ
労

じ
ｔ
Ｆ
、
多

曰

の
あ

牛

準

碁

笈

省

ι

と

，
イ
者

％

チ

Ｌ

小

ふ
ツ
Ｖ
，
ρ
才

μ
″

ツ

ι
げ
第

め

虜

真

行

％

移

″
ケ

ツ
ス
考
い
ぶ
Ъ
須
管

ガ
脇
ｔ
釘
す
脅
チ
；

ト
ー
タ
、
そ
争
ク

笏
顔
向
″
に
核
０
こ

ア
２
３
歿
竹
十
斗
方

タ
ニ
ｔ
珈
修
・
イ
ー
ニ

一
じ

卜

葬

加

し

豫

Ｉ

こ

■

４
ヽ
１

三

／
曰

孝

ず

瞬

″

れ

た

曰

本

奴

タ
ロ

共

¢

な

滑

オ

詢

И
を

Ｆ

所

撃

ウ

八

卜

な

永

孝

″

夕

が

つ
篠

Ｆ

う

υ

う

ノ．

薇審 ´
ぷ

て
｀

2

η

九



鷹

″

百

年
―
入

ド
れ
す

卜
殊
荒

”
４

一万

雑

暉
処

“
晨

打

′

ド
と

…

￥

首

２
３

Ｆ
ク
「

加

セ

多

く

オ

・
力

色

ユ

う

へ
「
■

孝

ら

ス

ｎ

ａ

酵

マ

こ

れ

な

″

Ｔ

夕
、
カ

タ

放
↓

７
ノ
み
ツ

タ

璃

″
あ
ｌ
ニ

ク
ト

λヽ

ｔ

腸

し

／ヽ

７

ノ

メ

あ

の
″
∬

碗

″

あ

ｂ

＞

レ

ク

し
Ｆ

ち

／
．
　

β

″

「

β

″

／ヽ
各

ζ

ぴ

レ

ぁ

曰

券

也

で

′

夕

が
、
／

１

孝

ぞ
れ

ｔ

鯰

毎

Ｖ

Ｉ

フ

が
′

じ

′

ア

ク

■

窮

曰

の
竹

な

，
み

％

核

ゆ

Ｆ
ト

ァ
ウ
″

絆

”

μ

庫

％

体

彙

α
れ
移
偽
九
場

多
４
グ
ん
え

■
〕
ガ
‐・
な
ぅ
し
た
省
・蒟
曰

つ
く

ｂ

′^
ン
に
な
１‐■
７
せ
ん

ザ
ｔ

２
´

る

の
だ

の

ば

弩

ん
び
し

，

，
（
‐
後

ツ

ス
T寧警 TTTTTTT警 T''TT'TT'― fT甲 ギ1・‐彎宰平摯ヤ rT彎響 警で彎 r野寧やや

=1,警=宇
F軍警甲彎響1臀摯腎警甲彎 鸞寧警摯讐摯警攣警 警F摯撃

4

鷹

の
オ
サ

入

多



._二it._1‐■■.二 _■二 11二i‐1■■_二■
■

i三 二 五 二

_
ゞ ■[II正三IIIIIIIIII:二 二.it.●

=″
二鳳■.■ .三二■‐ふ

の
声
多

ι
な

ク
た
夕

考

″
燿

タ

ヤ

オ
”

朱

親

形

乞

ぞ
す

ｏ
ュ
ァ

う

ヒ
ヅ

，フ

カ
イ
´
内

ｎ

ヾ
‐

人

″
し
つ
か
り

し
れ

夕

懲

Ｆ
ク

リ
ｔ
イ

ス

つ
各

乍

フ

Ｔ

”

行

ｔ／

グ

レ

かヽ

ム
／

か

わ
′
輌
処

の
マ

ル
ｔ
て

，

ア
″
υ
Ｌ
篠
列
ル
４
ち
よ

υ
り
／
材

ず

あ

３

・こ

停
嗜

‘

ｉ

♂
も
あ

り

Ｚ

力

）

ド
七
じ
た
外
の
１
も
イ
″
で
み
Ｊ

絃
う
ｏ
ぼ
′
う
１
７
ζ

伊
瘍
井

砕

―

″
γ

れ

ず

，

ｒ

博

卜

曲

ａ

七

咽

４

鉾

∵

ィ

ー

多

絃

撃

ず

ゝ

が
，

ダ

め

，
１

執

ス

が
ヽ

ハ
舛
イ
友

拷

ア
レ

レ

燈

Ｌ

ぉτ

ケ

リ



ァ
グ
歳
る
の夕
仁
↑
雄
・
卜
■
ζ
千
ｔ
ｔ
弓
峰
他
メ
み
タ
ル

ザ
４
，
な
人
管
″
ケ
れ
γ
″
舛
一
一
‐‐
蛯
イ一
ケ
↑
れ
ｒ
″
グ
■
た

多
ィ
ｒ

ｉ
７

幾
射

■
・ず

・
１
ア‐・‥″
卜
ヶ
２

か
一

虜イ
″
ソ
ト
↓
待
ク
行
フ
・

タ
スｒ，卜一一
■
年か
■
ｔ
′メ
″
卜・

ず

れ
ｔ
行
争
サ
ル
↑
ん
甲
ル

」
ι
″

．
．

‘
．

ク
ィ
■
¨
巧
卜
″
タ

プ
ぅ
場
玲
「省
坊
旧
ケ
発

行
ト

ι
；

′
．ヶ
ガ
″
六
纂

ケ
ケ
”
し

， あ

り
膚
ｆ
必
″
狂
ゝ
な
た

ィ
′
′
■
夕
一”
ゝ
汐
郷
デ″
！
ι
プ



´́
　

力

り

，

Ｆ

降

し

な

ス

ニ
の
“
ぐ
κ

ヱ

，
場

・ネ

」
つ
つ
、
二

θ

″

者

た

ど

に
あ

み
澪

４
場

力

％

リ

ク
ー

フ
Ｆ

タ

ロ
九

τ
と

久

し

Ｌ

り
ｔ
わ

り
‘
す

。

口
う

い
、
口
木

場

′
萌

抜

ウ
杉

ａ

な
・
ね

人

ｔ
彰

メ

リ

ｆ

つ
２

に
■

プ
ン
ア

ん
な

い
タ

イ

ト
侮

ψ
千

る

の
科

ン
″
次

好

換

省

む
ｔ

ｉ

つ
ψ

メ

一
Ｌ

イ

八

の
銀

べ

の
た
勁
卜
ｔ

ぶ
ら
す

婉

硼

夕
″

ね

お
斥

ソ
雄

緒

ｉ
ｔ
リ
ス

浚

ι
多

″
欲

マ
丁
～
た

多
７

め
タ
イ
後
ス


